個立と協同--石水期・清沢満之を手懸かりとして (清沢満之没後100年特集2) by 安冨 信哉
個
立
と
協
同
—
石
水
期
・
清
沢
満
之
を
手
懸
か
り
と
し
て
—安 
冨 
信 
哉
は
じ
め
に
日
本
の
近
代
に
お
い
て
、
〈自
立
と
共
同
〉
は
、
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
あ
る
日
本
思
想
史
の
研
究
者
は
、
 
明
治
，
 
大
正
，
昭
和
と
続
く
日
本
の
近
代
に
お
け
る
思
想
史
の
流
れ
を
振
り
返
っ
て
、
明
治
を
自
我
覚
醒
期' 
大
正
，
昭
和
を
共
同
性
の
発
見
の
〇@
時
期
と
み
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
明
治
期
に
お
け
る
思
想
的
課
題
は
、
自
我
確
立
の
問
題
で
あ
っ
た
が
、
大
正
，
昭
和
期
の
日 
本
人
に
お
い
て
、
そ
れ
は
、
共
同
性
の
創
造
の
問
題
に
移
行
し
た
と
い
う
の
で
す
。
恐
ら
く
思
想
史
の
上
で
は
、
日
本
人
の
課
題
に
は
こ 
の
よ
う
な
変
遷
、
あ
る
い
は
変
容
が
見
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
思
想
史
の
上
で
、
そ
の
よ
う
な
ア
ク
セ
ン
ト
の
違
い
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
現
代
に
生
き
て
い
る
私
た
ち
に
そ
の
問
題
が
す 
で
に
解
決
ず
み
だ
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
〈自
立
と
共
同
〉
と
い
う
こ
と
は
、
い
つ
の
時
代
で
も
課
題
的
な
事
柄
で
す
。
 
今
年
は
、
清
沢
満
之
先
生
の
没
後
百
年
に
あ
た
る
年
で
す
が
、
清
沢
先
生
に
お
い
て
も
〈自
立
と
共
同
〉
と
い
う
こ
と
は
、
大
き
な
課 
題
で
し
た
。
先
生
は
そ
れ
を
仏
教
，
真
宗
に
学
び
、
明
ら
か
に
し
て
い
き
ま
し
た
。
清
沢
先
生
が
こ
れ
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と 
は
、
仏
教
・
真
宗
に
学
ん
で
い
る
私
た
ち
に
と
っ
て
、
大
変
に
意
味
深
い
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
97
そ
こ
で
今
回
の
真
宗
学
会
大
会
で
は
、
「個
立
と
協
同
」
と
い
う
奇
妙
な
タ
イ
ト
ル
を
出
し
ま
し
た
。
こ
の
発
表
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ 
る
「
個
立
」
と
「協
同
」
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
じ
め
に
若
干
の
説
明
を
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
「
個
立
」
と
い
う
語
は
、
辞
書
に 
も
見
い
だ
せ
な
い
、
こ
な
れ
な
い
言
葉
で
す
が
、
「個
立
」
は
、
自
律
と
自
立
を
含
み
な
が
ら
、
そ
れ
よ
り
も
強
い
概
念
で
、
自
己
の
個 
と
し
て
存
立
、
ま
た
同
時
に
そ
れ
を
基
点
と
し
て
、
他
に
も
働
き
か
け
る
よ
う
な
宗
教
的
な
生
き
方
を
意
味
し
ま
す
。
つ
ま
り
信
仰
に
よ 
る
ヽ
〈真
実
の
個
と
し
て
の
独
立
〉
と
い
う
よ
う
な
意
味
あ
い
で
、
私
は
、
こ
の
語
を
用
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
清
沢
先
生 
に
、
真
個
の
独
立
を
為
す
に
は
、
此
等
の
依
頼
を
悉
皆
解
脱
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
父
母
に
依
頼
し
て
居
た
る
と
き
、
父
母
の
擁
護
は
有
難
く 
感
じ
居
た
る
も
、
而
も
依
頼
丈
は
早
く
脱
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
念
し
て
居
た
こ
と
で
あ
る
。
其
と
同
様
に
、
今
真
個
の
独
立
を
希
望
す 
る
以
上
は
、
現
在
四
方
八
面
の
恩
恵
は
有
難
く
感
ず
る
も
、
其
に
対
す
る
依
頼
心
は
早
く
之
を
脱
却
す
る
様
努
力
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
 
…
我
々
は
益
此
精
神
を
策
励
し
て
、
真
個
独
立
の
位
地
に
達
す
る
こ
と
を
勉
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
(
「真
正
の
独
立
」
明
治
三
四
年
一
〇
月
発
行
『精
神
界
」
，
岩
波
書
店
『清
沢
満
之
全
集
』
〔以
下
全
集
〕
第
六
巻
七
一
頁) 
と
い
う
一
文
が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
場
合
、
「真
個
の
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
は
、
恐
ら
く
こ
の
一
文
の
標
題
と
な
っ
て
い
る
「真
正 
の
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
が
、
私
自
身
は
、
「真
個
」
と
い
う
語
を
〈真
実
の
個
〉
と
い
う
意
味
あ
い 
で
了
解
し
た
い
の
で
す
。
一
方
、
「協
同
」
と
い
う
語
は
、
一
般
に
は
、
「①
一
致
す
る
。②
多
く
の
人
・
団
体
が
、
力
を
あ
わ
せ
て
、
一
緒
に
物
事
を
す
る
。
」 
(
『新
漢
和
辞
典
』
大
修
館
書
店)
な
ど
の
意
味
内
容
を
も
っ
て
い
ま
す
。
清
沢
先
生
は
、
た
と
え
ば
『精
神
界
』
に
執
筆
し
た
「精
神
主
義 
と
共
同
作
用
」
と
い
う
一
文
に
お
い
て
、
精
神
主
義
が
ど
の
よ
う
に
そ
の
共
同
性
を
創
造
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
述
べ
て
い
ま
す
。
一
般 
に
「共
同
」
は
、
他
者
と
の
結
合
関
係
を
示
し
ま
す
が
、
清
沢
先
生
が
「
共
同
作
用
」
と
い
っ
た
場
合
、
こ
の
作
用
と
い
う
語
は
、
活
動 
を
同
時
に
表
し
、
そ
こ
に
は
、
自
主
的
・
自
発
的
に
他
者
と
の
関
係
を
互
助
的
・
互
恵
的
な
も
の
と
し
て
創
造
す
る
と
い
う
積
極
的
な
意
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味
合
い
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
場
合
、
単
に
「共
同
」
よ
り
も
「協
同
」
と
い
う
語
を
用
い
た
ほ
う
が
、
そ
の
積
極
性
が
出 
て
く
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
こ
の
論
文
に
、
社
会
同
胞
に
交
際
し
て
、
共
同
の
事
に
従
ふ
に
於
て
、
決
し
て
躊
躇
逡
巡
す
る
こ
と
を
要
と
す
る
も
の
に
は
あ
ら
さ
る
な
り
。
(
「全
集
」
第
六
巻
九
七
頁) 
と
い
う
一
節
が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
場
合
、
共
同
は' 
力
を
合
わ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
「協
同
」
の
意
を
含
み
ま
す
。
そ
う
い
う
含
意
か 
ら
、
私
は
、
共
同
作
用
を
「協
同
」
と
表
し
た
い
の
で
す
。
清
沢
先
生
自
身
も
、
「
和
衷
協
同
」(
「全
集
」
第
六
巻
二
八
五
頁)
と
い
わ
れ 
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
申
す
ま
で
も
な
く
、
そ
の
原
理
の
拠
っ
て
き
た
る
と
こ
ろ
は'
「主
伴
互
旦
ハ
」
「
万
物
相
関
」
あ
る
い
は
「有
機
組
織
」
の
語
で
語
ら
れ 
る
仏
教
の
縁
起
論
で
す
。
そ
の
主
伴
互
具
の
思
想
の
端
的
な
表
明
は
、
早
く
『宗
教
哲
学
骸
骨
』
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 
宇
宙
間
、
各
一
の
有
限
が
主
公
と
な
る
と
き
は
、
他
の
一
切
有
限
は
、
之
が
伴
属
と
な
り
て
、
互
に
相
具
足
す
る
も
の
な
り
。
故
に
、
 
一
対
の
主
伴
を
挙
れ
ば
、
常
に
無
限
の
全
体
を
尽
す
も
の
な
り
。
(
『宗
教
哲
学
骸
骨
』
第
二
章
「有
限
無
限
」
「全
集
」
第
一
巻
一
〇
頁) 
こ
の
概
念
は
、
縁
起
論
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
か
な
り
早
く
か
ら
抱
か
れ
、
一
貫
し
て
保
持
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
事
物
の
存
在
が
、
あ 
る
と
き
は
主
と
な
り
、
あ
る
と
き
は
伴
と
な
っ
て
、
無
限
に
連
関
す
る
と
い
う
真
理
を
表
明
す
る
も
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
「協
同
」 
と
い
う
概
念
を
清
沢
先
生
に
即
し
て
い
う
と'
「主
伴
互
具
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
、
〈清
沢
思
想
に
お
け
る
「個
立
と
協
同
」
の
概
念
〉
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
尋
ね
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ 
の
テ
ー
マ
は
、
す
で
に
こ
れ
ま
で
先
学
に
よ
っ
て
深
く
追
求
さ
れ
て
き
た
事
柄
で
、
私
の
発
表
に
は
、
内
容
的
に
は
何
も
目
新
し
い
こ
と 
は
な
い
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
き
ま
す
。
ご
承
知
の
よ
う
に
、
岩
波
書
店
か
ら
今
秋
よ
り
、
没
後
百
周
年
記
念
と
し
て
『清
沢
満
之
全
集
』
全
九
巻
が
刊
行
さ
れ
ま
す
が' 
私
は
、
 
た
ま
た
ま
全
集
第
二
巻
「他
力
門
哲
学
」
の
編
集
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
第
二
巻
に
収
録
さ
れ
た
論
稿
の
多
く
は
、
清
沢
先
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生
の
初
期
思
想
を
扱
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
い
く
つ
か
の
論
文
を
拝
読
し
な
が
ら
、
私
は
、
『宗
教
哲
学
骸
骨
』
か
ら
の
展
開
と
い
う 
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
本
日
の
発
表
で
は
、
こ
の
「
個
立
と
協
同
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
先
生
の
所
謂
「
石
水
期
」
の
論
稿
を
手
懸
か
り
と 
し
て
尋
ね
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
ー
、
石
水
期
に
つ
い
て
3
-
石
水
期
の
概
観
西
村
見
暁
氏
は
、
そ
の
著
『清
沢
満
之
先
生
』
の
冒
頭
で
、
清
沢
先
生
の
生
涯
を
、
そ
の
雅
号
に
基
づ
い
て(
1
)
建
峯
、(
2
)
骸 
骨
、(
3
)
石
水
、(
4
)
臘
扇
、(
5
)
浜
風
の
六
期
に
分
け
て' 
そ
の
歩
み
を
概
観
し
て
い
ま
す
。
清
沢
先
生
の
生
涯
の
区
分
に
つ
い 
て
は' 
い
く
つ
か
の
見
方
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば' 
大
き
く
哲
学
期
と
宗
教
期
と
に
二
分
し
て
み
る
見
方' 
2
・
前
期(
思
想 
期)
，
中
間
期
・
後
期(
宗
教
期)
と
三
分
す
る
見
方
、
あ
る
い
は
、
育
英
教
校
期
、
東
京
留
学
期
、
実
験
期
、
改
革
運
動
期
、
 
浩
々
洞
期
と
五
分
す
る
見
方
な
ど
様
々
で
す
。
今
は
、
 
西
村
氏
の
見
方
に
従
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
石
水
期
は
、
一
八 
九
四
年(
明
治
二
七)
か
ら
九
八
年(
明
治
三
一)
ま
で
の
五
年
間
で
す
。
一
八
九
四
年
四
月
、
清
沢
先
生
は
厳
し
い
禁
欲
持
戒
の
実
験
の
結
果
、
体
調
を
崩
し
、
結
核
と
診
断
さ
れ
、
教
職
を
辞
し
ま
す
。
六
月
、
 
友
人
た
ち
の
勧
め
を
受
け
入
れ
て
、
須
磨
，
垂
水
に
転
地
療
養
し
ま
す
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
先
生
は
、
京
都
で
大
谷
中
学
の
学
制
改
革
に 
献
身
し
、
い
よ
い
よ
新
し
い
学
事
体
制
が
発
足
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
中
学
校
の
同
盟
休
校
に
よ
り
頓
挫
し
ま
す
。
垂
水
で
こ
の
報
を
聞 
い
た
先
生
は
、
一
八
九
五
年
七
月
、
憤
然
た
る
思
い
の
中
で
、
療
養
を
切
り
上
げ
て
帰
洛
し
、
寺
務
改
正
の
建
言
書
を
宗
門
に
提
出
し
、
 
宗
務
の
根
本
方
針
を
教
学
に
置
く
べ
き
こ
と
を
申
し
入
れ
ま
す
。
一
八
九
六
年
一
〇
月
、
洛
東
白
川
村
に
籠
居
、
同
志
と
と
も
に
『教
界 
時
言
』
を
発
刊
、
宗
門
改
革
を
呼
び
か
け
ま
す
。
翌
年
二
月
、
大
谷
派
革
新
同
盟
を
結
成
し
て
、
請
願
書
を
提
出
。
運
動
の
主
唱
者
と
し
100
て
除
名
処
分
を
受
け
ま
す
。
十
二
月
、
同
盟
会
を
解
散
。
こ
の
頃
よ
り
『阿
含
経
』
に
親
し
み
ま
す
。
一
八
九
ハ
年
三
月
、
『教
界
時 
言
』
を
廃
刊
。
除
名
処
分
を
解
か
れ
ま
す
。
五
月
、
家
族
と
と
も
に
三
河
の
自
坊
で
あ
る
西
方
寺
に
帰
り
ま
す
。
以
上
、
大
略
的
に
そ
の
五
年
間
の
行
跡
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
先
生
に
お
け
る
内
外
の
激
動
期
が
石
水
期
で
す
。
 
石
水
の
名
称
は
、
『病
床
左
録
』
に
「
石
水
生
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
ま
す
。
「岩
間
を
っ
と
う
苔
水
の
自
然
に
そ
の
情
を
③
た
く
さ
れ
た
も
の
」
と
い
わ
れ
ま
す
。
し
-
石
水
期
の
著
述
石
水
期
の
主
要
な
著
述
を
挙
げ
れ
ば
次
の
よ
う
で
す
。
ハ
九
四
年
(
明
治
二
七)
三
二
歳
---
ハ
九
五
年
(
明
治
二
八)
三
三
歳
ハ
九
六
年
(
明
治
二
九)
三
四
歳
ハ
九
七
年
(
明
治
三
〇)
三
五
歳
一
八
九
ハ
年(
明
治
三
一)
三
六
歳
『病
床
左
録
』
『保
養
雑
記
』 
『在
床
懺
悔
録
』
『他
力
門
哲
学
骸
骨
試
稿
』 
『教
界
時
言
』
諸
篇
『教
界
時
言
』
諸
篇 
『教
界
時
言
』
諸
篇
『病
床
雑
誌
』
こ
の
他
に
も
雑
誌
な
ど
に
執
筆
し
た
い
く
つ
か
の
論
稿
が
、
こ
の
期
間
に
あ
り
ま
す
。
今
回
の
岩
波
書
店
発
行
の
『清
沢
満
之
全
集
』
で
は
、
『病
床
左
録
』
『保
養
雑
記
』
『病
床
雑
誌
』
な
ど
の
日
記
類
は
、
第
八
巻
「
信 
念
の
歩
み
」
の
中
に
収
録
さ
れ
ま
す
。
『在
床
懺
悔
録
』
『他
力
門
哲
学
骸
骨
試
稿
』
と
い
う
思
索
的
な
論
稿
は
、
第
二
巻
「他
力
門
哲
101
学
」
の
中
に
収
録
さ
れ
ま
す
。
〇-
石
水
期
へ
の
視
点
清
沢
満
之
に
と
っ
て
、
石
水
期
は
ど
の
よ
う
な
意
義
を
も
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
ま
ず
参
照
さ
れ
な
け
れ
ば
な 
ら
な
い
の
は
、
そ
の
日
記
に
記
さ
れ
た
「往
事
回
想
」
の
文
で
す
。
そ
の
一
節
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。
明
治
廿
七
八
年
の
養
痫
に
、
人
生
に
関
す
る
思
想
を
一
変
し
、
略
ぼ
自
力
の
迷
情
を
翻
転
し
得
た
り
と
雖
ど
も
、
人
事
の
興
廃
は
、
 
尚
ほ
心
頭
を
動
か
し
て
止
ま
ず
。
乃
ち
廿
ハ
九
年
に
於
け
る
我
宗
門
時
事
は
終
に
廿
九
卅
年
に
及
べ
る
教
界
運
動
を
惹
起
せ
し
め
た 
り
。
而
し
て
卅
年
末
よ
り
、
卅
一
年
始
に
亘
り
て
、
四
阿
含
等
を
読
誦
し
、
卅
一
年
四
月
、
教
界
時
言
の
廃
刊
と
共
に
此
運
動
を
一
結
し
、
 
自
坊
に
投
じ
て
休
養
の
機
会
を
得
る
に
至
り
て
は
大
に
反
観
自
省
の
幸
を
得
た
り
と
雖
ど
も
、
修
養
の
不
足
は
尚
ほ
人
情
の
煩
累
に 
対
し
て
平
然
た
る
能
は
ざ
る
も
の
あ
り
。 
(
『当
用
日
記
』
明
治
三
五
年
五
月
末
二
全
集
」
第
八
巻
四
四
一
頁) 
こ
こ
に
石
水
期
が3
つ
の
大
き
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
「自
力
の
迷
情
の
翻
転
」
…
信
仰
上
の
転
換
、
つ
ま
り
回
心
2
・
「教
界
運
動
の
惹
起
」:
.
宗
門
改
革
運
動
3
-
「
阿
含
経
の
読
誦
」
…
反
観
自
省
、
そ
し
て
修
養
で
す
。1
と3
は
、
〈個
の
確
立
〉
の
問
題
に
関
わ
り
、2
は
、
〈協
同
へ
の
展
開
〉
の
問
題
に
関
わ
り
ま
す
。
〈個
の
確
立
〉
と
〈協
同
へ
の
展
開
〉
問
題
は
、
清
沢
先
生
に
お
い
て
は
、
原
理
的
に
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
無
限
観
と
重
な
り
ま
す
。 
ご
承
知
の
よ
う
に
、
先
生
は
、
有
限
無
限
論
を
基
軸
と
し
て
、
自
ら
の
思
索
を
展
開
し
ま
し
た
。
そ
し
て
有
限
無
限
論
そ
れ
自
体
は
、
清 
沢
先
生
個
人
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
広
く
現
代
に
も
通
ず
る
問
題
で
す
。
現
代
哲
学
者
の
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
は
、
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④
 
現
代
哲
学
の
ひ
と
つ
の
潮
流
は
、
無
限
の
観
念
の
宗
教
的
伝
統
の
な
か
に
全
面
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
 
と
い
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
無
限
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
、
現
代
の
哲
学
に
も
連
な
る
大
き
な
テ
ー
マ
で
す
。
本
来
は
現
代
哲 
学
の
無
限
観
も
視
野
に
入
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
す
が
、
い
ま
の
私
に
は
そ
こ
ま
で
目
を
配
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
今
後
こ
れ
ら 
の
事
柄
に
つ
い
て
も
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
の
石
水
期
に
お
け
る
二
つ
の
課
題
に
つ
い
て
、
今
回
の
発
表
で
は
〈無
限
と
個
立
〉
、
〈無
限
と
協
同
〉
と
い
う 
視
点
か
ら
、
『在
床
懺
悔
録
』
『他
力
門
哲
学
骸
骨
試
稿
』
と
い
う
石
水
期
の
論
稿
を
通
し
て
窺
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
二
、
『在
床
懺
悔
録
』
3
本
書
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
最
初
に
『在
床
懺
悔
録
』
を
窺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
タ
イ
ト
ル
で
す
が'
「在
床
」
と
は
、
申
す
ま
で
も
な
く
、
結
核
で
病
床 
に
あ
る
こ
と
を
示
し
ま
す
。
つ
ぎ
に
「懺
悔
」
と
い
う
語
で
す
が
、
こ
の
頃
先
生
は
、
「
愚
蒙
の
改
悔
そ
れ
此
の
如
し
。
穴
賢
々
々
」
と 
い
い' 
父
へ
の
不
孝
を
詫
び
、
家
族
に
短
い
遺
言
を
記
し
て
い
ま
す
。
「
懺
悔
」
と
は
、
そ
の
、心
情
を
語
っ
て
い
る
も
の
と
い
っ
て
よ
い 
で
し
ょ
う
。
と
同
時
に
、
真
宗
で
懺
悔
と
は
、
回
心
懺
悔
の
意
義
を
含
ん
で
い
る
の
で
、
宗
教
的
回
心
を
も
意
味
し
て
、
こ
の
語
が
用
い 
ら
れ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
本
論
稿
に
お
い
て
、
先
生
は
、
真
宗
教
学
の
研
究
を
行
い
、
二
十
三
の
項
目
に
つ
い
て
考
察
し
ま
す
。
病
気
療
養
中
の
先
生
は
な
ぜ
こ 
と
改
め
て
教
学
研
究
を
行
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
宗
門
が
新
し
い
時
代
を
迎
え
て
、
い
よ
い
よ
内
外
に
向
か
っ
て
そ
の
存
在
意
義
を
社
会 
に
公
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
と
き' 
先
生
が
期
待
し
た
こ
と
は
、
教
学
の
振
起
で
し
た
。
先
生
は
、
一
八
九
二
年(
明
治
二 
五)
一
〇
月
四
日
の
手
紙
の
中
で
、
教
学
は
一
宗
の
生
命
に
有
之
候
ゆ
ゑ
、
一
日
も
忽
に
す
べ
か
ら
ざ
る
は
勿
論
に
存
居
候
処
、
今
日
の
有
様
本
山
に
於
い
て
は
再
建
負
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債
の
二
大
件
の
為
、
教
学
に
充
分
の
基
礎
を
置
く
暇
無
之
は
如
何
に
も
慨
嘆
の
至
り
に
候 
(
「全
集
」
第
九
巻
四
七
—
ハ
頁) 
と
言
っ
て
い
ま
す
。
本
論
稿
は
、
宗
門
の
現
状
に
、
こ
の
よ
う
な
危
惧
の
念
を
抱
い
た
時
期
の
病
気
療
養
中
に
、
真
宗
教
学
の
本
義
を
自 
ら
確
認
す
る
た
め
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
『在
床
懺
悔
録
』
は
、
全
体
と
し
て
『宗
教
哲
学
骸
骨
』
の
有
限
無
限
を
基
想
と
し
な
が
ら
も
、
ほ
ぼ
伝
統
的
な
了
解
に
則
っ
て 
論
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
構
成
は
、
〔­
〕
か
ら
〔六
〕
ま
で
が
「
仏
陀
」(
阿
弥
陀
仏
と
本
願)
、
〔七
〕
か
ら
〔九
〕
ま
で
が
「教
」
、
〔
ー
 
〇
〕
か
ら
二
六
」
ま
で
が
「
行
」
、
〔
一
七
〕
か
ら
〔ニ
ニ
〕
ま
で
が
「
信
」\
〔二
三
〕
が
「
証
」
で
あ
っ
て
、
『教
行
信
証
』
の
四
法 
に
従
っ
て
真
宗
の
綱
格
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
先
生
が
扱
っ
た
の
は
「
証
」
の
途
中
ま
で
で
、
『教
行
信
証
』
が
取
り
上
げ 
る
回
向(
往
相
・
還
相)
、
浄
土 
(
真
仏
土
・
化
身
土)
の
問
題
に
は
触
れ
て
い
ま
せ
ん
。
本
論
稿
で
は
、
獲
信
に
お
け
る
、
救
済
の
現
在
性
が
ひ
と
つ
の
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
最
後
〔二
三
〕
に
「
巳
下
削
」
と
し
て
親
鸞
の 
現
生
正
定
聚
の
思
想
を
解
釈
し
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
ま
す
。
5
-
無
限
と
個
立
清
沢
先
生
は
、
厳
し
い
行
者
生
活
の
結
果
、
結
核
を
病
む
身
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
厳
し
い
行
者
生
活
の
実
践
へ
と
先
生
を
駆
り 
立
て
た
も
の
は
、
一
言
に
し
て
い
え
ば
、
仏
弟
子
と
し
て
の
責
任
感
で
す
。
こ
の
よ
う
に
真
の
仏
弟
子
た
ら
ん
と
す
る
心
を
、
仏
教
で
は 
菩
提
心
と
呼
ぶ
の
で
す
が
、
先
生
の
ミ
ニ
マ
ム
・
ポ
シ
ブ
ル
の
実
験
は
、
そ
の
菩
提
心
に
徹
底
せ
ん
と
努
め
る
血
み
ど
ろ
の
闘
い
で
し
た
。 
先
生
の
「個
」
は
、
最
初
、
こ
の
菩
提
心
を
根
基
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
が
一
途
な
責
任
感 
に
基
づ
い
て
い
る
以
上
、
倫
理
的
「
個
」
の
追
求
と
い
う
側
面
を
払
拭
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 
私
た
ち
は
、
『宗
教
哲
学
骸
骨
』
を
読
ん
で
い
る
と
、
先
生
の
宗
教
観
は
、
理
論
的
に
は
ほ
と
ん
ど
完
成
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。 
清
沢
先
生
の
思
考
の
枠
組
み
は
、
そ
の
後
も
変
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
印
象
を
受
け
ま
す
。
し
か
し
先
生
は
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
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さ
き
ほ
ど
の
『当
用
日
記
』
の
「往
事
回
想
」
の
文
の
中
で
、
自
力
の
迷
情
を
翻
転
し
て
と
い
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
宗
教
へ
の
関
心
が
理
論
的
関
心
か
ら
救
済
論
的
関
心
へ
移
行
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
先
生
が
自 
ら
に
つ
い
て
、
有
限
な
存
在
で
あ
り
、
そ
の
有
限
者
た
る
我
が
「
個
」
と
し
て
存
立
す
る
に
は' 
無
限
に
媒
介
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い 
う
痛
切
な
自
覚
を
持
た
れ
た
の
は
、
結
核
発
病
と
い
う
事
態
を
経
た
こ
と
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
「自
力
の
迷
情
を
翻
転
し
て
」
と
は. 
い
わ
ば
理
性
に
よ
っ
て
立
っ
た
「
個
」
が
本
当
に
他
力
の
信
心
に
よ
っ
て
立
っ
た
「
個
」(
宗
教
的
「個
」)
へ
と
転
回
し
た
こ
と
を
意
味 
し
て
い
ま
す
。
清
沢
先
生
が
宗
教
一
般
の
立
場
か
ら
で
は
な
く
、
真
宗
教
学
に
基
づ
い
て
、
す
な
わ
ち
自
ら
を
真
宗
に
引
き
寄
せ
て
、
 
『在
床
懺
悔
録
』
を
記
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
事
実
を
反
照
し
て
い
ま
す
。
先
生
の
教
学
へ
の
関
心
は
、
宗
門
の
現
状
へ
の
危
惧
と
と 
も
に
、
先
生
自
身
の
主
体
的
要
求
が
し
か
ら
し
め
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
先
生
の
生
涯
一
貫
し
た
宗
教
定
義
は
、
〈宗
教
は
有
限
と
無
限
の
一
致
で
あ
る
〉
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
の
定
義
は
、
す
で
に
早
く 
か
ら
表
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
『宗
教
哲
学
骸
骨
』
は
、
そ
の
根
本
基
想
に
立
っ
て
宗
教
を
理
論
的
に
解
明
し
た
も
の
で
す
。
 
無
限
は' 
そ
れ
自
体
と
し
て
は
、
私
た
ち
の
観
念
を
超
え
た
絶
対
性
を
保
持
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
う
で
あ
る
か
ぎ
り
、
相
対
的
世 
界
に
住
ん
で
い
る
私
た
ち
は
、
無
限
に
接
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
こ
に
お
い
て
先
生
は
、
『宗
教
哲
学
骸
骨
』
の
論
点
を
さ
ら
に 
進
め
て
、
『在
床
懺
悔
録
』
の
冒
頭
で
、
無
限
と
有
限
を
媒
介
す
る
有
相
の
阿
弥
陀
仏
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
て
お
り
ま
す
。
 
仏
陀
(
特
に
阿
弥
陀
仏)
は
其
本
体
固
よ
り
絶
対
な
り
と
雖
と
も
、
其
衆
生
に
対
す
る
場
合' 
或
は
現
に
衆
生
界(
相
対
界)
に
化 
現
せ
る
場
合
に
於
て
は
、
亦
相
対
界
の
理
法
に
順
従
せ
さ
る
を
得
す
。
久
遠
実
成
の
阿
弥
陀
仏
も
、
衆
生
済
度
の
為
に
は
相
対
因
果 
法
に
依
ら
さ
る
能
は
す
。:
.
是
れ
仏
教
に
於
て
、
報
身
仏
の
重
切
な
る
所
以
な
り
。
是
れ
真
宗
に
於
て
、
久
遠
十
劫
両
仏
中
、
特
に 
十
劫
正
覚
に
就
て
済
度
の
教
あ
る
所
以
な
り
。(
久
遠
仏
は
絶
対
仏
、
十
劫
仏
は
相
対
仏
也)
。
(
『在
床
懺
悔
録
ニ
ー
〕
「
全
集
」
第
二
巻
二
頁)
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清
沢
先
生
は
、
自
ら
の
意
識
の
底
に
無
限
の
観
念
を
入
れ
な
く
て
は
だ
め
だ
と
考
え
ま
し
た
が
、
そ
の
場
合
、
無
限
は
抽
象
的
無
限
、
 
理
念
的
無
限
で
あ
っ
て
は
具
体
性
を
も
ち
ま
せ
ん
。
『在
床
懺
悔
録
』
が
、
こ
の
よ
う
に
仏
陀
論
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、
先
生
に 
お
け
る
無
限
論
の
新
し
い
展
開
を
示
し
て
い
ま
す
。
〇-
無
限
と
協
同
つ
ぎ
に
『在
床
懺
悔
録
』
に
お
い
て
、
協
同
性
と
い
う
問
題
が
ど
の
よ
う
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
か
と
い
う
事
柄
に
入
っ
て
み
た
い 
と
思
い
ま
す
。
今
日
の
お
話
の
最
初
に
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に' 
私
は
、
清
沢
先
生
の
協
同
性
の
理
念
を
「主
伴
互
具
」
の
概
念
を
通 
し
て
窺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
主
伴
互
具
の
概
念
は
、
先
生
に
お
い
て
、
お
そ
ら
く
華
厳
教
学
の
「主
伴
具
足
」
の
思
想
に
導
か
れ 
て
受
け
止
め
ら
れ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
主
伴
互
具
は
、
一
切
の
存
在
が
重
々
無
尽
の
無
限
に
拡
が
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
に 
あ
る
と
い
う
、
存
在
の
理
法
を
示
す
教
説
で
す
。
つ
ま
り
諸
法
が
相
即
相
入
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
縁
起
の
世
界
に
お
い
て
、
私
た
ち
は
、
 
重
々
無
尽
の
関
係
の
中
を
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
真
理
は
、
 
私
た
ち
が
、
 
本
来
体
得
す
べ
き
智
慧
で
あ
る
と
説
か
れ
ま 
す
。し
か
し
な
が
ら
、
我
他
彼
此
の
差
別
的
な
観
念
に
囚
わ
れ
て
い
る
私
た
ち
凡
夫
は
、
日
常
性
に
没
入
し
て
、
個
々
の
主
観
に
閉
じ
籠
り
、
 
そ
の
よ
う
な
世
界
の
真
理
性
を
把
握
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
先
生
は
、
 
有
限
個
立
的
の
宿
習
は
、
尚
其
習
慣
惰
勢
を
奮
て
、
常
に
此
主
伴
互
具
の
関
係
を
壅
蔽
せ
ん
と
し
つ
つ
あ
る
を
免
れ
さ
る
な
り
。
(
『在
床
懺
悔
録
』
〔
一
五
〕
「全
集
」
第
二
巻
一
ー
頁) 
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
人
間
は
、
本
来
、
主
伴
互
具
の
有
機
体
的
な
世
界
に
生
き
て
い
る
の
で
す
が
、
自
ら
の
過
去
の
習
性
に
よ
っ
て
、
 
自
他
差
別
の
観
念
か
ら
脱
け
出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
凡
夫
の
生
き
様
を
、
清
沢
先
生
は
、
「有
限
個
立
的
」
と
表
現
し 
て
い
ま
す
。
有
限
個
立
と
は' 
分
断
的
孤
立
と
い
う
こ
と
で' 
さ
き
ほ
ど
私
が
意
味
規
定
し
た
よ
う
な
「真
個
独
立
」
と
い
う
こ
と
で
は
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あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
は
、
凡
夫
は
ど
の
よ
う
に
し
て
主
伴
互
具
の
真
理
を
体
得
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
清
沢
先
生
は
、
有
限
者
た
る
私
た
ち
が
、
ー
 
念
発
起
し
て
主
体
的
に
無
限
に
対
す
る
関
係
を
覚
知
す
る
と
き
、
人
間
は
主
伴
互
具
の
生
き
方
を
回
復
す
る
と
い
い
ま
す
。
 
有
限
が
一
旦
無
限
に
対
す
る
関
係
を
認
得
す
る
や
、
翻
て
前
の
有
限
個
立
の
思
念
に
返
る
能
は
ず
、
主
伴
互
具
の
関
係
は
湛
然
と
し 
て
不
動
な
る
、
是
れ
所
謂
不
退
転
の
義
相
な
り
。 
(
『同
』
〔二
三
〕
「全
集
」
第
二
卷
一
四
頁
」) 
こ
こ
で
先
生
は
、
主
伴
互
具
の
精
神
を
生
き
る
道
を
真
宗
の
教
学
の
上
で
確
認
し
、
真
宗
の
念
仏
行
者
が
、
無
限
の
観
念
を
受
け
入
れ 
る
と
き
、
正
定
聚
不
退
転
の
位
に
入
る
と
い
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
に
生
き
る
人
を
、
浄
土
を
こ
の
現
実
の
裟
婆
世
界
で
生
き
る
⑤
「穢
土
の
仮
名
人
」
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
語
は
、
も
と
も
と
『浄
土
論
註
』
に
「浄
土
の
仮
名
人
」
と
対
置
し
て
用
い
ら
れ
る 
言
葉
で
、
こ
こ
で
先
生
は
、
正
定
聚
不
退
転
の
人
を
指
し
て
そ
う
呼
ん
で
い
ま
す
。
「穢
土
の
仮
名
人
」
と
は
、
い
わ
ば
無
限
と
有
限
の 
境
界
線
の
上
に
立
在
す
る
宗
教
的
「個
」
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
三
、
『他
力
門
哲
学
骸
骨
試
稿
』
&
-
本
書
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
『在
床
懺
悔
録
』
は
大
体
一
八
九
五
年(
明
治
二
八)
一
月
に
書
き
上
が
り
ま
し
た
。
二
月
の
初
め
か
ら
三
月
に
か
け
て
、
先
生
は
、
 
垂
水
洞
養
寺
で
『他
力
門
哲
学
骸
骨
試
稿
』
に
筆
を
染
め
ま
す
。
こ
れ
は
、
題
名
の
「試
稿
」
と
い
う
た
だ
し
書
き
が
示
し
て
い
る
よ
う 
に
、
『在
床
懺
悔
録
』
と
同
様
、
生
前
に
未
発
表
の
論
稿
で
す
。
大
体
一
日
一
項
ず
つ
記
し
て
四
十
五
項
目
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
が
、
三 
月
一
杯
で
書
き
終
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
論
稿
は
、
『宗
教
哲
学
骸
骨
』
を
踏
ま
え
つ
つ
、
『在
床
懺
悔
録
』
で
追
究
さ
れ
た
他
力
門
仏
教 
を
『浄
土
論
』
『論
註
』
『大
乗
起
信
論
』
等
を
背
景
に
し
て
、
さ
ら
に
哲
学
的
に
解
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、
基
本
的
な 
内
容
面
で
は
、
さ
き
の
『宗
教
哲
学
骸
骨
』
の
基
本
的
な
構
想
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
他
力
門
仏
教(
浄
土
真
宗)
の
問
題
構
成
を
究
明
し
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よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
今
村
仁
司
氏
は
、
こ
の
二
つ
の
著
述
を
「
同
一
の
構
想
の
下
に
あ
る
双
子
著
作
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
 
こ
の
『他
力
門
哲
学
骸
骨
試
稿
』
の
構
成
は
、
〔­
〕
は
「
総
説
」
で
、
〔二
〕
か
ら
〔
ー
ー
〕
ま
で
が
「
有
限
無
限
論
」
、
〔
一
ニ
〕
か 
ら
二
六
〕
ま
で
が
「心
霊
論
」\
〔
一
七
〕
か
ら
〔二
〇
〕
ま
で
が
「
神
仏
論
」
、
〔ニ
ニ 
か
ら
〔二
九
」
ま
で
が
「
仏
徳
論
」
、
三
一 
〇
〕
か
ら
〔三
四
〕
ま
で
が
「浄
土
論
」
、
三
一
五
〕
か
ら
〔四
五
〕
ま
で
が
「転
迷
開
悟
論
」
と
ひ
と
ま
ず
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し 
よ
う
。
し-
無
限
と
個
立
こ
の
『他
力
門
哲
学
骸
骨
試
稿
』
は
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
が
示
す
よ
う
に
、
他
力
門
の
立
場
を
哲
学
的
に
究
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
 
こ
こ
で
も
や
は
り
有
限
無
限
論
が
根
本
基
想
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
本
稿
に
は
、
三
年
前
の
『宗
教
哲
学
骸
骨
』
か
ら
新
た
な
展
開
が
み 
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
に
つ
い
て
一
、
二
こ
こ
で
触
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
清
沢
先
生
は
、
こ
の
稿
の
冒
頭
に
お
い
て
、
宗
教
は
安 
心
立
命
の
た
め
に
「
必
須
不
可
欠
の
要
法
」
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
宗
教
の
一
般
的
な
定
義
と
は
違
っ
て
、
結
核
を
宣
告 
さ
れ
、
死
を
身
近
な
も
の
と
感
じ
て
い
る
先
生
の
切
実
な
救
済
へ
の
要
求
が
窺
わ
れ
ま
す
。
安
心
立
命
と
は
、
清
沢
先
生
の
い
わ
ゆ
る 
「真
個
の
独
立
」
、
今
回
の
発
表
の
文
脈
で
い
え
ば
「
個
立
」
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
安
心
立
命
の
根
拠
と
し
て
、
先
生
は
、
 
こ
れ
ま
で
の
観
点
を
基
と
し
て'
「安
心
立
命
は
無
限
の
境
遇
に
対
し
て
精
神
を
適
合
す
る
に
あ
る
。
」
と
示
さ
れ
ま
す
。
安
心
立
命
の
た 
め
に
は
有
限
で
あ
る
者
が
無
限
と
一
致
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
説
か
れ
ま
す
。
こ
の
有
限
と
無
限
と
の
一
致
に
つ
い
て
、
さ
き
の
『宗
教
哲
学
骸
骨
』
で
は
、
有
限
と
無
限
と
は
異
体
で
は
な
く
、
同
体
で
あ
る
と
し 
て
、
「
二
項
同
体
」
と
い
う
独
自
の
術
語
を
用
い
て
表
現
し
ま
し
た
。
し
か
し
『他
力
門
哲
学
骸
骨
試
稿
』
で
は
、
こ
の
論
に
「根
本
の 
撞
着
」
が
あ
る
と
し' 
さ
ら
に
「有
限
の
外
に
無
限
あ
り
」
と
い
う
一
節
を
設
け
、
絶
対
無
限
と
相
対
有
限
は
同
一
体
で
あ
り
な
が
ら
、
 
有
限
の
側
か
ら
は
無
限
は
ど
こ
ま
で
も
別
体
た
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
先
生
の
有
限
無
限
論
の
ひ
と
つ
の
展
開
が
108
み
ら
れ
ま
す
。
な
ぜ
清
沢
先
生
に
こ
の
よ
う
な
了
解
の
展
開
が
生
じ
た
の
か
。
『宗
教
哲
学
骸
骨
』
の
「
二
項
同
体
」
説
の
捉
え
方
に
ど 
の
よ
う
な
難
点
が
あ
っ
た
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
藤
田
正
勝
氏
は
、
「
こ
の
捉
え
方
は
そ
れ
自
身
の
う
ち
に
一
つ
の
問
題
を
は
ら
ん
で 
い
る
。
つ
ま
り
、
有
限
を
そ
の
ま
ま
の
形
で
肯
定
す
る
可
能
性
、
換
言
す
れ
ば
、
有
限
の
絶
対
化
の
可
能
性
が
そ
こ
に
は
存
在
し
て
い 
る
。
」
と
鋭
く
洞
察
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
承
知
の
よ
う
に
、
真
宗
教
学
者
の
金
子
大
栄
師
は
、
満
之
先
生
は
宗
教
と
は
有
限
と
無
限
と
の
対
応
で
あ
る
と
道
破
せ
ら
れ
た
。
有
限
よ
り
見
れ
ば
無
限
は
有
限
の
外
に
あ
り
、
無
限
よ
⑧
 
り
見
れ
ば
有
限
は
無
限
の
内
に
あ
る
。
と
教
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
言
葉
は
、
私
た
ち
に
親
し
い
も
の
で
す
が
、
こ
の
言
葉
の
背
景
に
『他
力
門
哲
学
骸
骨
試
稿
』
の
有
限
無 
限
論
が
あ
っ
た
こ
と
を
改
め
て
思
い
ま
す
。
『他
力
門
哲
学
骸
骨
試
稿
』
の
有
限
無
限
論
で
も
う
ひ
と
つ
注
意
さ
れ
る
こ
と
は
、
そ
の
無
限
が' 
他
力
門
の
立
場
か
ら
、
衆
生
を
導 
く
手
立
て
を
含
ん
で
い
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
の
は
た
ら
き
が
「方
便
」
で
あ
る
と
さ
れ
ま
す
。
方
便
は
無
限
の
真
相
よ
り
出
て
て
、
有
限
の
当
相
を
完
収
せ
さ
る
可
か
ら
さ
る
な
り
。
乃
ち
無
限
よ
り
出
て
て
有
限
に
接
し
、
有
限 
を
転
し
て
無
限
な
ら
し
め
さ
る
へ
か
ら
さ
る
な
り
。 
(
『他
力
門
哲
学
骸
骨
試
稿
』
〔二
六
〕
「全
集
」
第
二
巻
六
九
—
七
〇
頁) 
し
た
が
っ
て
無
限
と
は
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
、
衆
生
の
世
界
に
内
在
化
さ
れ
た
無
限
で
す
。
清
沢
先
生
は
、
こ
の
よ
う
な
無
限
を
「
相 
対
無
限
」
と
呼
ん
で
、
「
絶
対
無
限
」
と
区
別
し
て
い
ま
す
。
絶
対
無
限
は
凝
然
真
如
な
り
、
相
対
無
限
は
随
縁
真
如
な
り
。:
.
衆
生
済
度
は
随
縁
真
如
に
仍
ら
さ
る
可
か
ら
さ
る
な
り
。:
.
吾
人 
各
個
が
其
涅
槃
の
彼
岸
に
到
達
す
る
は
、
是
れ
随
縁
万
法
還
元
の
一
部
分
な
り
。
万
法
悉
く
還
元
し
了
て
、
茲
に
随
縁
真
如
の
流
転 
門
が
、
其
還
滅
門
を
全
う
す
る
得
る
も
の
な
り
。 
(
『同
』
二
ハ
〕
「全
集
」
第
一 
ー
巻
七
五
頁) 
相
対
無
限
と
い
う
こ
と
は
、
言
葉
と
し
て
は
自
己
矛
盾
的
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
な
ぜ
な
ら
相
対
的
と
は
、
非
絶
対
的
な
も
の
、
有
限
的
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な
も
の
だ
か
ら
で
す
。
し
か
し
私
た
ち
が
、
も
し
「無
限
」
と
い
っ
た
場
合
、
そ
の
無
限
は
言
語
化
さ
れ
た
無
限
で
あ
っ
て
、
無
限
そ
れ 
自
体
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
言
語
化
と
は
、
有
限
化
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
有
限
な
衆
生
に
無
限
の
本
質
を
示
す
た
め
に
は
、
有
限
な 
言
葉
を
も
っ
て
表
現
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
大
乗
仏
教
の
伝
統
で
、
二
種
法
身
説
や
真
俗
二
諦
説
が
展
開
さ
れ
た
の
も
、
こ
の
難
関 
を
超
え
る
た
め
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
こ
こ
で
清
沢
先
生
は
、
無
限
の
絶
対
面
と
相
対
面
を
、
『大
乗
起
信
論
』
の
真
如
縁
起
の
教
学
を
手
掛
か
り
に
し
て
了
解
し
て
お
ら
れ 
ま
す
。
無
限
を
こ
の
よ
う
に
、
絶
対
平
等
門
と
相
対
差
別
門
の
二
面
か
ら
見
て
い
く
こ
と
は
大
変
に
ユ
ニ
ー
ク
な
視
点
で
す
。
こ
の
よ
う 
な
見
方
が
西
洋
哲
学
の
伝
統
に
見
い
出
さ
れ
る
こ
と
な
の
か
ど
う
か
不
明
で
す
が' 
先
生
は
、
『大
乗
起
信
論
』
の
教
説
に
着
眼
し
て
、
 
独
自
の
無
限
観
を
追
究
し
、
人
間
が
「真
個
の
独
立
」
を
獲
得
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
無
限
の
具
体
相
を
示
し
て
い
ま
す
。
〇-
無
限
と
協
同
つ
ぎ
に
『他
力
門
哲
学
骸
骨
試
稿
』
に
お
い
て
、
協
同
性
と
い
う
問
題
が
ど
の
よ
う
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
か
と
い
う
事
柄
に
触
れ 
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
も
さ
き
の
『在
床
懺
悔
録
』
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
「
主
伴
互
具
」
の
概
念
を
通
し
て
窺
う
必
要
が
あ 
り
ま
す
が
、
そ
れ
が
主
題
的
に
扱
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
〔三
〇
〕
「
願
行
成
就
」(
無
限
の
因
果)
か
ら
〔三
四
〕
「有
限 
の
信
心
」(
花
開
蓮
現)
で
探
求
さ
れ
る
浄
土
観
に
お
い
て
、
主
伴
互
具
の
実
相
が
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
浄
土
に
つ
い 
て
は
、
す
で
に
先
生
は
、
『宗
教
哲
学
骸
骨
』
第
六
章
「安
心
修
徳
」
に
お
い
て
、
「無
限
の
妙
境
界
」
あ
る
い
は
「
無
限
界
」
と
い
う
言 
葉
で
表
現
し
ま
し
た
。
ま
た
『在
床
懺
悔
録
』
で
は
、
浄
土
に
ま
で
言
及
ぶ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
こ
の
『他
力
門
哲
学 
骸
骨
試
稿
』
に
お
い
て
、
清
沢
先
生
は
、
と
く
に
世
親
の
『浄
土
論
』(
無
量
寿
経
優
婆
提
舎
願
生
偈)
に
示
唆
を
受
け
な
が
ら
、
浄
土 
の
具
体
相
を
尋
ね
て
い
ま
す
。
そ
の
『浄
土
論
』
に
よ
れ
ば
、
浄
土
と
い
う
世
界
は
、
衆
生
世
間
と
器
世
間
よ
り
成
り
、
衆
生
世
間
は
主 
尊
と
伴
属
、
器
世
間
は
国
土
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
象(
か
た
ど)
ら
れ
て
い
る
と
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
三
種
荘
厳
と
い
い
ま
す
。
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こ
の
三
種
荘
厳
の
浄
土
観
を
清
沢
先
生
は
受
け
と
め
て
い
ま
す
。
そ
の
三
種
荘
厳
の
浄
土
の
世
界
に
つ
い
て
、
先
生
は
様
々
に
尋
ね
て 
い
ま
す
。
浄
土
は
、
そ
れ
ぞ
れ
本
願
に
よ
っ
て
、
自
利
，
利
他
，
共
利
の
徳
が
円
満
し
た
、
す
な
わ
ち
、
主
・
伴
・
国
土
が
有
機
的
関
係 
を
結
び
、
円
満
成
就
し
た
世
界
で
あ
る
と
い
い
ま
す
。
浄
土
が
主
・
伴
・
国
土
か
ら
成
り
立
つ
と
い
う
こ
と
は
、
そ
こ
に
暮
ら
す
住
民
と 
そ
れ
を
取
り
巻
く
環
境
と
か
ら
成
り
立
つ
具
体
的
世
界
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
浄
土
は
協
同
体
で
す
。
同
時
に
、
 
浄
土
は
無
限
界
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
れ
は
、
〈無
限
協
同
体
〉
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
も
清
沢
先
生
に
よ
れ
ば
、
浄
土
は
、
私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
こ
の
有
限
，
差
別
の
世
界
と
隔
絶
し
た
も
の
で
は
な
い
、
と
い
わ
れ 
ま
す
。三
種
の
荘
厳
は
、
是
れ
万
有
の
成
立
上
に
必
然
な
る
も
の
な
り
と
す
。
其
所
由
如
何
と
云
ふ
に
、
抑
万
有
は
是
れ
有
機
的
組
繊
に
存 
立
す
る
も
の
に
し
て
、
其
状
様
之
を
主
伴
互
具
の
関
係
と
云
ふ
。 
(
『他
力
門
哲
学
骸
骨
試
稿
』
〔三
二
「全
集
」
第-
一
巻
ハ
一
頁) 
浄
土
の
三
種
の
荘
厳
は
、
万
有
す
な
わ
ち
「
あ
ら
ゆ
る
も
の
」
の
成
立
の
た
め
に
必
然
す
な
わ
ち
「
必
ず
然
る
べ
き
こ
と
」
で
あ
る
と 
い
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
浄
土
は
、
万
有
の
存
在
の
根
抵
に
あ
る
理
法
で
す
。
し
か
し
有
限
者
で
あ
る
私
た
ち
は
、
そ
の
理
法
に
気
が
っ 
く
こ
と
な
く
、
迷
い
の
世
界
に
生
き
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
浄
土
は
、
こ
の
迷
界
に
住
む
有
限
者
か
ら
見
れ
ば
有
限
者
の
外
に
あ
り 
ま
す
が
、
無
限
者
か
ら
見
れ
ば' 
有
限
者
を
内
に
包
ん
で
い
ま
す
。
浄
土
は
有
限
的
世
界
に
接
触
し
つ
つ
、
有
限
者
に
対
応
し
ま
す
。
す 
な
わ
ち
浄
土
は
、
有
限
者
に
開
示
さ
れ
た
無
限
の
世
界
で
す
。
こ
の
よ
う
に
見
れ
ば
、
『他
力
門
哲
学
骸
骨
試
稿
』
は
、
主
伴
互
具
の
論
理
の
具
体
性
を
、
〈無
限
協
同
体
〉
で
あ
る
浄
土
の
三
種
荘
厳 
の
上
に
確
か
め
た
と
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
お
わ
り
に
以
上
、
今
回
の
発
表
で
は
、
清
沢
先
生
の
石
水
期
の
作
で
あ
る
『在
床
懺
悔
録
』
と
『他
力
門
哲
学
骸
骨
試
稿
』
を
手
懸
か
り
に
、
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「個
立
と
協
同
」
と
い
う
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
み
ま
し
た
。
こ
の
石
水
期
の
出
発
点
に
、
自
ら
の
発
病
と
い
う
重
い
出
来
事
が
あ
り 
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
二
つ
の
著
述
は
、
病
床
の
中
で
の
切
実
な
宗
教
的
探
求
を
記
録
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 
清
沢
先
生
は
、
宗
教
が
〈有
限
と
無
限
の
一
致
〉
で
あ
る
と
、
す
で
に
早
く
述
べ
て
い
ま
す
。
そ
の
基
本
的
了
解
は
終
生
変
わ
る
こ
と 
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
石
水
期
に
お
い
て
、
宗
教
へ
の
関
心
は
、
理
論
的
関
心
か
ら
救
済
論
的
関
心
へ
、
あ
る
い
は
本
質
論
的 
関
心
か
ら
実
存
論
的
関
心
へ
と
曲
線
を
描
い
て
移
っ
て
ゆ
き
ま
す
。
『在
床
懺
悔
録
』
と
『他
力
門
哲
学
骸
骨
試
稿
』
に
お
い
て' 
先
生 
は
、
自
ら
真
宗
の
仏
教
者
で
あ
る
と
い
う
自
覚
に
立
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
宗
教
理
解
を
真
宗
の
文
脈
の
中
で
再
確
認
し
て
い
ま
す
。
た
と 
え
ば
、
無
限
の
具
体
性
を
、
阿
弥
陀
仏
の
上
に
、
あ
る
い
は
浄
土
の
上
に
確
か
め
て
い
ま
す
。
人
間
が
い
か
に
し
て
個
と
し
て
自
立
し
、
ま
た
い
か
に
し
て
他
者
と
協
同
し
て
ゆ
く
か
、
と
い
う
こ
と
は
、
誰
に
と
っ
て
も
大
き
な
課 
題
で
す
が
、
石
水
期
の
先
生
は
、
「
個
立
と
協
同
」
の
原
理
を
真
宗
の
教
学
に
尋
ね
、
阿
弥
陀
仏
と
浄
土
が
私
た
ち
に
持
つ
意
味
を
改
め 
て
掘
り
起
し
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
人
間
個
立
の
根
拠
が
阿
弥
陀
仏
に
、
ま
た
人
間
協
同
の
根
拠
が
浄
土
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
 
し
か
し
そ
の
具
体
性
は
、
さ
ら
に
確
か
め
ら
れ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
〈個
立
〉
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
石
水
期
後
半
か
ら 
『阿
含
経
』
の
釈
尊
伝
に
親
し
み
、
や
が
て
『
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
』
の
語
録
を
座
右
に
置
い
た
と
い
う
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
で
し 
よ
う
。
そ
れ
は
、
個
と
し
て
自
立
し
た
人
間
像
を
さ
ら
に
具
体
的
に
求
め
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
〈協
同
〉
の
問
題
に
つ
い
て
は' 
石
水
期
後
半
か
ら
宗
門
改
革
運
動
に
挺
身
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
で
し 
よ
う
。
そ
れ
は
、
主
伴
互
具
の
協
同
の
論
理
を
現
実
世
界
の
上
に
確
か
め
、
浄
土
の
協
同
体
を
教
団
の
上
に
映
そ
う
と
し
た
こ
と
を
意
味 
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
石
水
期
は
、
清
沢
満
之
先
生
の
生
涯
に
お
い
て
、
浄
土
の
真
宗
を
確
か
め
た
大
切
な
時
期
で
あ
っ
た
と
申
す
こ
と
が 
で
き
ま
す
。
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註
①
 
「
日
本
の
近
代
思
想
を
評
価
す
る
重
要
な
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
、
近
代
的
自
我
の
『解
放
」
あ
る
い
は
『覚
醒
』
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
…
明 
治
維
新
後
、
西
洋
文
明
を
受
容
し
た
時
点
で
、
日
本
人
は
、
そ
の
世
界
観
的
基
礎
で
あ
る
認
識
論
的
自
我
に
遭
遇
し
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
形 
と
し
て
は
必
ず
し
も
現
れ
な
か
っ
た
が
、
西
洋
文
明
の
基
底
に
あ
る
も
の
と
し
て
、
確
実
に
人
々
の
精
神
に
浸
透
し
て
い
っ
た
。
」
(
渡
辺
和
靖
明
治
思
想
史
一
儒
教
的
伝
統
と
近
代
認
識
論
』
ぺ
り
か
ん
社
四
一
—
四
三
頁)
②
 
「大
正
昭
和
思
想
史
の
課
題
は
、
も
は
や
『自
我
」
の
確
立
に
は
な
い
。
『自
立
』
し
た
主
体
が
、
い
か
に
し
て
『他
者
』
を
発
見
す
る
か
、
そ 
し
て
、
い
か
に
し
て
新
し
い
『共
同
』
性
を
創
造
す
る
か
に
こ
そ
、
こ
の
時
期
の
思
想
的
課
題
は
存
し
た
の
で
あ
る
。
」
(
同
『自
立
と
共
同
—
大
正
・
昭
和
の
思
想
の
流
れ
一
』
ぺ
り
か
ん
社
一
九
頁)
③ 
西
村
見
暁
『清
沢
満
之
先
生
』
法
蔵
館
五
頁
④
 
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
『他
性
と
超
越
』
ち
く
ま
学
芸
文
庫
ハ
五
頁
⑤
 
『浄
土
論
註
』
・
『教
行
信
証
』
行
巻
所
引
、
『真
宗
聖
典
』
東
本
願
寺
出
版
部
一
六
九
頁
⑥
 
今
村
仁
司
『現
代
語
訳 
清
沢
満
之
語
録
」
岩
波
書
店
「
解
題
」
⑦
 
藤
田
正
勝
「清
沢
満
之
と
西
田
幾
多
郎
」
・
『清
沢
満
之
—
そ
の
人
と
思
想
』
所
収
、
法
蔵
館
ー
ー
ー
五
頁
⑧
 
金
子
大
栄
「光
輪
抄
」*
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鸞
教
学
』(
大
谷
大
学
真
宗
学
会)
第
二
九
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ニ
頁
所
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